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1. 緊急連絡先 Emergency Contact 

個人情報保護の観点からこの項目は削除しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙写真 富山ライトレールと富山城を大手モールから望む (富山県富山市) 

2021 年 8 月 31 日 宮内(B4)撮影 

Cover photo Toyama Light Rail and Toyama Castle viewed from Ote Mall (Toyama City, Toyama Prefecture) 

Taken on August 31, 2021. By Miyauchi (B4) 
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2. 北陸見学会のねらい 

中嶋 駿介（B3） 

 

 立山や日本海に代表される厳しい自然条件の中で都市を成立させている地域、それが北陸地方です。過酷な自

然環境の中で都市を育むにはそれに見合う社会基盤が必要であり、今日に至るまで多種多様な社会基盤が整備さ

れてきました。今回の見学会では、先人が築き上げてきた北陸地方の社会基盤を訪問し、その歴史や効果を学ぶ

とともに、今もなお続けられている社会基盤の維持管理の現場を学びます。 

 

コマツ粟津工場 

 社会基盤の整備には、建設機械の存在が欠かせません。バイオマスエネルギーや太陽光エネルギーといった新

エネルギーを活用することで省エネを実現しながら、高品質な建設機械を製造する現場を学びます。 

 

石川海岸松任工区 

 日本の国土を考える上で極めて重要な海岸浸食に関連し、石川海岸松任工区は砂浜として初めて海岸保全施設

に指定されました。漂砂や海岸浸食といった日本が抱える課題と戦う最前線である海岸保全の現場を学びます。 

 

富山市のコンパクトシティ 

 コンパクトシティの事例として有名な富山市を訪問し、ご担当者様との議論や事例を目の当たりにする中でこ

れからの都市の在り方を学びます。 

 

立山カルデラ砂防 

 富山市の都市文明を可能にする立山カルデラ砂防を訪問し、自然の力と先人の努力、そして現在進行形で行わ

れている維持管理の現場を学びます。 

 

現場見学会は、授業で学んだ「理論」を実際に目にすることで理論と実践の往還をすることも目的としていま

す。また、学部生のみならず複数分野の先生方や留学生にご参加いただいているからこそ実現できる深い交流を

味わってください。 
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3. Purpose of Hokuriku Site Visit 

Shunsuke Nakajima (B3) 

 

The Hokuriku Region – a region where cities are developed in harsh natural conditions, such as the Tateyama and 

the Sea of Japan. In order to nurture cities in this harsh natural environment, it is necessary to have the appropriate social 

infrastructure, and a wide variety of social infrastructures have been developed until today. In this tour, we will visit social 

infrastructures in the Hokuriku region, which have been built by our predecessors, and learn about their history and effects, 

as well as the maintenance and management of social infrastructures that are still ongoing today. 

 

Komatsu Awazu Plant 

Construction equipment is indispensable for the establishment of social infrastructures. Visitors will learn how high-

quality construction equipment is manufactured while saving energy through the use of new energy sources such as biomass 

and solar energy. 

 

Ishikawa Coast in Matto Section 

In relation to coastal erosion, which is extremely important for the land of Japan, the Matto section of the Ishikawa 

Coast was the first sandy beach to be designated as a coastal protection facility. Visitors will learn about the frontline of coastal 

preservation, the forefront in the fight against sand drift and coastal erosion, issues facing Japan. 

 

Compact City of Toyama City 

We will visit Toyama City, a famous example of a compact city, and learn about the future of the city through 

discussions with the people in charge and witnessing their examples. 

 

Tateyama Caldera Sabo 

We will visit Tateyama Caldera Sabo, which makes the urban civilization of Toyama City possible, and learn about 

the power of nature, the efforts of our predecessors, and the ongoing maintenance and management of the site. 

 

The purpose of site visit is to see the theory learned in the class in practice, and to go back and forth between theory 

and practice. We wish you have exciting chance to communicate with not only international students but also professors from 

multiple fields and undergraduate students. 
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4. 見学会の注意事項 

 

事前に以下の注意事項を熟読し、見学会に参加するようお願いいたします。 

 

4.1. 服装・装備について 

 

装備 汚れてもよい服装、歩きやすい靴 

※不可：スカート、短パン、ヒールのある靴、サンダル、ミュール 

その他の持ち物 雨具（傘、レインコート等）、防寒具（長袖シャツ等）、飲み物、熱中症対策グッズ、

日焼け対策グッズ 

 

2 日目には標高 2,000m の高地まで上がります。平地の天候が良くても、高地では突然の雨に降られる場合

がございますので雨具や防寒具をご持参ください。熱中症対策として飲み物や塩飴を始めとする対策グッズ

をご持参ください。サングラスや日焼け止めクリーム、長袖シャツによる日焼け止め対策を各自ご実践くだ

さい。 

 

4.2. 写真撮影・SNS への投稿について 

 現場内での写真撮影は、自らの学習のためであっても、必ず許可を得てから行うようにしてください。SNS

への投稿についても同様です。「特別に見学させていただける」ということを忘れないようにしてください。 

コマツ粟津工場では、ゲストハウス内を除きカメラ・ビデオ・携帯電話などによる撮影・録音は禁止です。 

 

4.3. 時間について 

 時間を守り、常に余裕を持って行動しましょう。特に今回は関東から離れた都市であり、駅等で迷うこと

も想定されますので、集合場所等は事前に十分に確認するようにしましょう。 

 

4.4. 感謝の気持ち 

 特別に大人数の学生の受け入れを許可していただいております。受け入れ先の方々に最大限の敬意を払っ

てください。 

 

その他、LMS 上に掲載されております、「見学会参加時の注意事項」にも事前に目を通しておいてください。 
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5. Cautions for Site Visit 

 

Please read the following notes carefully before participating in this site visit. 

 

5.1. About outfits and equipment 
 

Outfits Please wear clothes you don't mind getting dirty and comfortable walking shoes. 

*Not permitted: skirts, shorts, shoes with heels, sandals and mules. 

Other equipment Rain gears (umbrellas, raincoats, etc.), warm clothes (long-sleeved shirts, etc.), drinks, items to 

prevent heat stroke and items to prevent sunburn. 

 

On the second day, we will hike to an elevation of 2,000 meters. Even if the weather is good on the plains, it may 

rain suddenly at high altitude. Please bring rain gear and warm clothes. In addition, please bring heatstroke prevention 

items such as drinks and salt candy. Please wear sunglasses, sun cream, and long-sleeved shirts to protect yourself from 

the sun. 

 

5.2. About taking pictures and posting to SNS 
Permission must be obtained to take any photographs on-site, even for educational purposes. Posting to SNS is the 

same. Please do not forget that you will be given a special tour. 

In Komatsu Awazu Plant, all pictures and videos are permitted, except at guest house. 

 

5.3. Time 
Please be punctual and always give yourself plenty of time. Please make sure to check the meeting place well in 

advance. 

 

5.4. Gratitude 
We have special permission to accept large groups of students. Please treat your recipients with the utmost respect. 

 

Also, please read the "Precautions when participating in the tour" posted on the LMS in advance. 
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6. 第 1 日目行程 
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7. 第 2 日目行程 
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8. Itinerary for the First Day 
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9. Itinerary for the Second Day 
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10. 集合場所 Gathering Spot 

10.1. 金沢駅 Kanazawa Station 

集合時刻 8:10 

集合場所 金沢駅 金沢港口（西口）広場 

  

Gathering time 8:10 

Gathering Spot Kanazawa Sta. Port of Kanazawa (West Gate) Square 

 

 
JR 西日本 HP より改変 

周囲の様子 Come here! 
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10.2. 小松空港 Komatsu Airport 

集合時刻 9:05 

集合場所 小松空港 貸切バス等乗降場所 

  

Gathering time 9:05 

Gathering Spot Komatsu Airport Charter Bus Spot 

 

 

 

周囲の様子 Come here! 
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11. 参加者名簿 Participants List 

 

 

太字：学生幹事 Bold: Student leaders 

 

班分けは、見学先で 2 班に分かれるよう指示があった場合に使用します。 

When you are asked to divide into 2 teams, please follow your team stated above. 

  

No. 班 Team

1 A

2 B

3 A

No. 氏名 Name 学年 Grade 班 Team No. 氏名 Name 学年 Grade 班 Team

4 Abdullah Jamal M1 A 17 中嶋 駿介
Shunsuke Nakajima

〃 A

5 William Edward Kahurananga 〃 A 18 今井 薫
Kaoru Imai

B2 B

6 Abhey Kumar 〃 A 19 浴 多佑
Tasuku Eki

〃 A

7 Sunarto 〃 A 20 上河内 廉太郎
Rentaro Kamigochi 〃 B

8 伊藤 美輝
Miki Ito

B4 A 21 瀬戸 愛華
Aika Seto

〃 A

9 飯田 理紗子
Risako Iida

〃 B 22 秀島 美咲
Misaki Hideshima

〃 B

10 小林 航汰朗
Kohtaroh Kobayashi

〃 B 23 矢野 誠悟
Seigo Yano 〃 A

11 白岩 元彦
Motohiko Shiraiwa

〃 B 24 池田 萌夏
Moeka Ikeda

B1 A

12 宮内 爽太
Sota Miyauchi 〃 B 25 乾 大和

Yamato Inui
〃 A

13 渡邊 瑛大
Akihiro Watanabe

〃 A 26 宇野 滉真
Koma Uno

〃 B

14 権頭 望夢
Nozomu Gonto

〃 B 27 坂本 早翼
Hayato Sakamoto

〃 A

15 安宅 建人
Kento Ataka

B3 B 28 髙木 希海
Nozomi Takagi

〃 B

16 久保 智裕
Tomohiro Kubo

〃 B 29 個人情報保護の観点から
削除しています

引率者 Teachers

氏名 Name

細田 暁 先生
Akira Hosoda
田村 洋 先生
Hiroshi Tamura
丹野 典子 様
Noriko Tanno
参加学生 Students
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12. 宿泊に関して Accommodation 

12.1. 行程 Itenarary 

 
 

12.2. 部屋割り Room Allocation 

個人情報保護の観点からこの項目は削除しています 

 

12.3. 入浴について Bath 

温泉利用可能時間 Available time of hot spring：14:00~24:00/6:00~10:00 

客室にユニットバスあり Each Guest room also has a bath. 
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12.4. 館内図 Floor Guide 
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13. 事前学習資料 Pre-study Reports 
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13.1. コマツ粟津工場 

学部 4 年 飯田 理紗子 学部 2 年 瀬戸 愛華 

 

13.1.1. コマツ粟津工場の概要 

 1921 年、創業者の竹内明太郎により小松製作所が

設立され、本社が石川県小松市に置かれた。その後農

水省の要請により農耕用トラクターの国産第一号が

完成されたのを皮切りに、トラクターや農業機械、鉱

山用機械の増産のために粟津工場が新設された。現在

のコマツ粟津工場では、図 1 のようにホイールローダ

ー、モーターグレーダー、油圧ショベル、ブルドーザ

ーが主要製品として生産されている。 

 
 

コマツ HP より 

これらの建設機械に搭載されている部品はすべて、

自社開発・自社生産されていることが特徴として挙げ

られる。その他にも、中低層ビルや木造家屋の解体を

行うにあたり作業範囲をワイドに確保した機械や、駆

動源に電気を用いることで環境面や経済面に配慮し

た機械など、様々な現場のニーズに合わせて多種多様

な機械が開発されている。 

製品は、①溶接、②組立（詳細は「2. コマツ粟津組

立工場」の項目を参照）、③インライン検査（重要なポ

イントのチェック）、④検査、⑤出荷（金沢港を活用）

という工程を経て生産されている。 

 

13.1.2. コマツ粟津組立工場 

 2014 年に竣工した。「ダントツの環境性能と生産

性をあわせ持つ未来を見据えた次世代組立工場」をコ

ンセプトとして、さまざまな建設技術と環境技術が用

いられている。例として、高い生産性を確保するため

床を取り外し可能な床パネルの二重床とする「シミ

ズ・スマート・フロア・ファクトリー」が導入された。

従来は、電源や配管、組立設備などを 1 階の床上に配

置していたが、これらを床下に収めることで、床上を

フルフラット化しスペースを確保した。これにより、

面積生産性が大幅に向上し、さらに将来の生産ライン

の変更や増設にも、パネルの入れ替えを行うことで迅

速かつ柔軟に対応できるようになった。また特徴とし

て、自然エネルギーの活用と高効率化システムの導入

と相性がいい。床下ピットを活用した自然換気とダイ

レクト空調システム、床パネルの孔からの空調を通じ

て高天井空間の効率的な空調を実現する成層空調シ

ステムなどが導入された。 

 

  

コマツ粟津新組立工場より 

また、豊富な地下水を利用して工場への導入外気

図 1 主要製品の建設機械 1) 

図 2 スマートフロアファクトリー4) 
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処理と空調設備用熱源水を行ったほか、屋根の天窓と

連続調光式 LED 照明を組み合わせた自然採光システ

ムも導入されている。さらに、協力企業によって太陽

光発電パネル、蓄電池、木質バイオマス発電（詳細は

「3. コマツの木質バイオマスの活用事業」の項目を参

照）なども設置されている。 

これによりコマツ粟津組立工場は高い省エネルギ

ー性と生産性の両立を実現している。 
 

13.1.3. コマツの木質バイオマスの活用事業 

世界的メーカーであるコマツの粟津工場では石川県

や地元の森林組合と連携しながら、木質バイオマスを

活用する事業により近年注目を集めている。この事業

は、図 3 に示すようなバイオマスの循環システムが構

築されている。地域の森林に放置されている未利用間

伐材を木材チップ化したものについて、工場内のボイ

ラーの燃料として工場機械動力や空調等に有効活用

している事業であり、約 70%の高いエネルギー効率を

実現している。 

 
環境王国こまつ HP より 

 また、バイオマスボイラー運用により排出されるバ

イオマス燃焼灰にはカリウムが多く含まれることを

受け、これをさらに肥料原料として有効活用すること

が進められた。カリウムやリンなどの肥料有効成分は、

これまで海外輸入が多かったが、このようにバイオマ

スボイラーなどから発生する燃焼灰を用いることに

より国内調達が可能となることが期待されていた。昨

年度に改正肥料法が施行され、その後 2022 年 4 月に

粟津工場のバイオマス燃焼灰は、「副産肥料等（＝安全

検証された木質燃焼灰）」として登録されることとな

った。それ以降※、粟津工場で発生するほぼ全量のバイ

オマス燃焼灰を肥料の製造工場へと納入することが

計画されており、2023 年度より JA などを通じて農家

向けに販売することが目指されている。（※2022 年 9

月時点の情報） 

コマツ粟津工場のバイオマス資源を活かしたこれ

らの取り組みは、地域の森林を保全することや資源の

循環サイクルを新たに構築すること、新たな雇用の創

出を行うことなど数多くの分野に大きな貢献をもた

らしているといえる。 

 

参考文献 

1) KOMATSU コマツ粟津工場 工場概要 

https://www.komatsu.jp/en/-

/media/home/aboutus/locations/awazu_plant.pdf?rev=5dd1

66716e394276b5bcfc910a0d7ac8&hash=292A76A9C7713

4FCFB1F14C6C0BA7534  

2) KOMATSU 沿革 

https://www.komatsu.jp/ja/aboutus/history  

3) KOMATSU 有線式電動油圧ショベル「PC78USE-11」

を国内市場に導入開始 

https://www.komatsu.jp/ja/newsroom/2021/20210720  

4) 清水建設 コマツ粟津新組立工場 

https://www.shimz.co.jp/solution/case003/  

5) 環境王国こまつ 循環型バイオマスシステム 

https://kankyo-okoku-komatsu.jp/article/10/  

6) KOMATSU ―石川県加賀地域における森林資源利

用サイクルの産業廃棄物削減に貢献― コマツ粟津

工場、バイオマス燃焼倍の肥料化に成功 

https://www.komatsu.jp/ja/newsroom/2022/20220914  

7) 農林水産省 コマツ粟津工場・三谷主幹に聞く 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/renewable/energy/interv

iew/komatsu.html  

 

 

 

  

図 3 循環型バイオマスシステム 5) 
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13.2. 石川海岸松任工区 

学部 3 年 安宅 建人 学部 1 年 坂本 早翼

13.2.1. 石川海岸松任工区の概要 

石川海岸は金沢市の西方に位置し、白山市、能美市、

小松市、加賀市の４市ににわたる海岸であり、今回取

り上げる石川海岸松任工区はそのうちの金沢市の南

西方向に位置する徳光海水浴場の砂浜部分にある。松

任工区全体は約 5 キロにわたる海岸であるが、そのう

ちの 578. 8m が国土交通省によって 2019 年 9 月に海

岸保全施設に認定された。砂浜が海岸法に基づいて海

岸保全施設へ指定されたのはこれが全国初の事例で

ある。 

 
図 1 石川海岸の概略図 

 

13.2.2. 海岸保全施設とは 

海岸保全施設とはその保全区域内での津波や高潮

などによる海水の侵入や侵食から海岸を防護する施

設であり、具体例としては堤防、護岸、水門・陸閘、

離岸堤・潜堤、突堤などが挙げられる。このような施

設を建設することで、その海岸の背後にある人命や財

産、経済などを津波や高潮などの災害から守る役割を

果たしている。 

（１）堤防 

 津波や高潮、高波などによって海水が陸地に侵入し

たりすることや、海岸を侵食したりすることを防ぐ目

的で作られる構造物であり、盛土やコンクリートなど

によってその高さを出している。一方で海岸線の漁港

や港湾などの施設のために堤防の設置が困難な場合

は海岸線よりも内側に建設される場合もある。この場

合の施設は胸壁と呼ばれる。また、堤防と同じ機能を

持つものとして護岸が挙げられる。堤防と護岸の違い

は、堤防は現地の地盤の嵩上げを行う一方で、護岸は

行わないという点である。 

（２）水門・陸閘 

水門は閉めることで海水の浸水を防ぎ、開けること

で陸側にある不要な水を放出することで湛水を防止

する施設である。また、陸閘も閉じることで海水の侵

入を防ぐという点では同じである。一方で陸閘を開け

ることで堤防よりも海側にある港湾や漁港、海浜など

にいる人や車両などが堤防を横断することができる

ようになるようになる。 

（３）離岸堤・潜堤 

沖合に海岸線に平行な形で設置する堤状の施設のこ

図 2 堤防 

図 3 水門 

図 4 離岸堤 
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とである。高潮や波浪などの勢いを失わせることで海

岸が侵食されることから守るという役割がある。堤体

が水面上に出ているものを離岸堤と言い、一方で堤体

が水面上に出ていないものを潜堤という。 

（４）突堤 

 海岸線から沖方向に垂直に突出している堤状のも

のをさす。沿岸を漂う砂を捕捉することで、底質の移

動を制御して海浜を拡張したり、海浜の安定を目的と

して現存する海浜の侵食を防止したりすると言うよ

うな役割がある。 

13.2.3. 石川海岸松任工区における砂浜保全 

さて、ここまで様々な種類の海岸保全施設の例を見

てきたが、砂浜も波を減衰させ、背後に集中する人命

や財産を高潮や津波等の災害から守るという重要な

役割を担っている。しかし石川海岸では砂浜浸食が激

しく、砂浜を堤防等と同じく海岸を防護する施設とし

て管理すべき対象であるという認識のもと、全国で初

めて海岸法に基づく海岸保全施設として指定・管理す

るに至った。 

この砂浜の浸食を防止するために設置された施設

は主に二つある。それは離岸堤と人口リーフである。

離岸堤の説明は前章で行ったため省略するが、人口リ

ーフも海岸線と平行に設置される潜堤のことであり、

その目的も波の力や勢いを打ち消すためと離岸堤と

同様である。ただし両者の大きな違いは離岸堤が海面

上にその姿がはっきりと見えるのに対し、人口リーフ

は海面下に設置されるという点である。実際に設置さ

れている様子が以下である。 

図 6 を見て分かるように人口リーフ、離岸堤が設置さ

れたことによって波の流れが変化し、砂の運搬、堆積

の様子が変化していることが分かる。このように人口

リーフや離岸堤が砂浜の流失を防ぎ、砂浜を保全する

施設としての役割を果たしているのだ。 

 

13.2.4. 今後求められる砂浜保全 

 これまで、日本における砂浜保全は砂浜の管理手法

が明確になっていないことや財政的な制約等から、海

岸侵食の進行に対策が追いつかず、砂浜が消失するな

ど深刻化した箇所にのみ後追い的に対策が行われて

きた。しかしそれでは沖合施設と堤防、そして砂浜が

一体的に果たせる面的防御の役割を十分に果たせな

い。 

そのため今回の海岸法に基づく砂浜の海岸保全施

設の指定では最新のモニタリング技術を活用し、砂浜

の状態を定期的に確認することで、継続的に変化を把

握し、必要な砂浜幅の確保ができないおそれが事前に

検知された時点で対策に着手する「予測を重視した順

応的砂浜管理」を行うことに重点が置かれている。こ

れは衛星画像の解析技術が進展したことで衛星 SAR

（合成開口レーダ）画像を活用し、汀線の位置を継続

的に把握し、海岸線をモニタリングするというもので

ある。国土交通省では今後この技術を活用し日本全国

の砂浜の侵食の兆候を把握するモニタリングを実施

していくとしており、今後砂浜の保全が後追い的なも

のから予防的なものへと変化していくのであろう。 

 

参考文献 

「『砂浜』を海岸保全施設として全国初指定」 

（ https://www.hrr.mlit.go.jp/press/2019/09/190917kasenb

u_kanazawa.pdf ） 

「国交省 石川海岸の砂浜を海岸保全施設に指定」 

（  https://www.projectdesign.jp/199902/news/007013.php  

） 

 

図 5 突堤 

 

図 6 松任工区における保全施設 
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13.3. コンパクトシティについて 

学部 4 年 権頭 望夢 学部 2 年 浴 多佑 

13.3.1. コンパクトシティの概要 

 コンパクトシティとは、一般的には①高密度で近接

した開発形態、②公共交通機関でつながった市街地、

③地域のサービスや職場までの移動の容易さ、という

特徴を有した都市構造のことである。人口減少・高齢

化に直面している地域において、持続的に地域が成長

し人々の生活の質を高めていくためには、持続的な成

長を実現できるよう社会インフラを効率的に使える

都市空間の形成を進めていく必要があり、その具体策

の一つとして集約型の都市構造（コンパクトシティ）

が考えられる。 

 コンパクトシティの形成には、ある程度の人口がま

とまって居住することにより、福祉・商業等の生活サ

ービスの持続性が向上するとともに、これらのサービ

スに徒歩や公共交通で容易にアクセスできるように

なることで、外出が促進され健康の増進につながると

いう生活面での効果、除雪や訪問介護等の公的サービ

スの効率化や公共施設の再配置・集約化等により、財

政支出の抑制につながるという財政面での効果、徒歩

や公共交通による移動を促進し、過度な自動車への依

存が抑制され、二酸化炭素排出量の削減につながると

いう環境面での効果、サービス産業の活性化と外出の

増加による消費の増加という経済面での効果等、多岐

にわたる利点がある。 

各自治体においては、都市計画のマスタープランに

おいて将来都市像としてコンパクトシティ等を位置

づけ、または位置づける予定とすることが増加傾向に

ある。 

 実際のコンパクトシティにはいくつかの類型があ

り、「多極ネットワーク型」、「串と団子型」、「あじさい

型」といったパターンがある。 

 

 

 

13.3.2. コンパクトシティ推進上の課題 

コンパクトシティの推進については、現状多くの市

町村が取り組んでいる。ただし、取り組みが多いこと

に反して課題も多く、課題を抱えたままの地域も多く

存在する。 

現状、多くの地域においてコンパクトシティを推進

していくにあたり、具体的な手法や先行事例の活用が

できていない。特に緊急性の高い公共交通施策につい

ては取り組んでいる地域は多いものの、公共交通施策

以外について取り組めている地域は少なく、具体的に

どのようにコンパクトシティを推進していくかを示

すことができている市町村は少ない。 

また、コンパクトシティは人口減少・高齢化に直面

している地域が抱える課題に対する施策であるが、そ

もそもの人口減少や経済状況の悪化により地域中心

部に居住者や商業施設を誘致してもそれらが集まっ

てこないという、根本的な問題を抱えているケースが

多い。 

さらに、各市町村と都道府県間での土地利用に対す

る考え方の違いや、行政と住民のコンパクトシティへ

の意識の相違などからコンパクトシティ推進がうま

く進まないという自治体も多い。 

このように、多くの市町村が関心を示しているコン

パクトシティであるが、多くの課題を抱えたまま具体

的な施策を実施できていない場合が多いというのが

コンパクトシティ推進の現状であり、解決すべき課題

である。 

 

参考文献 

国土交通省「集積による効率化」 

https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/h25/hakusho/h26/html/n1213000.html  

国土交通省「コンパクトシティ推進上の課題に関す

るアンケート調査結果の概要 

https://www.thr.mlit.go.jp/compact-
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city/contents/suishinkenkyuukai/compact/link_haihu/link_06.pdf  

13.3.3. 富山市におけるコンパクトシティの事

例 

 2000 年代前半までの富山市では、人口減少と高齢化、

自動車依存による公共交通の衰退、中心市街地の魅力喪

失、二酸化炭素排出量の増大、新たに合併した地域の扱

いなどの問題を抱えていた。そこで、2008 年の富山市

都市マスタープランに、公共交通を軸として、公共交通

の活性化、公共交通沿線地区への居住推進、中心市街地

の活性化が盛り込まれた。 

 コンパクトシティを実現するに当たって、当初郊外居

住は商業施設や生活の快適性の観点で都心部への居住

に勝るため、当初はある程度集中して立地する郊外居住

も許容しながら、都心部の魅力を高めることで都心部へ

の居住を誘導する手法を採った。また、旧富山市都心部

だけでなく、鉄軌道沿線に地域拠点を整備することで、

旧町村も含めて全市的にコンパクトシティを展開する

手法が採られた。 

① 公共交通活性化 

 富山ライトレールは、2006 年に旧 JR 富山港線を LRT

に転換した路線で、本数増加、新駅設置、IC カードの導

入、バリアフリー化などが行われた。終点の岩瀬浜駅で

はフィーダーバスが接続する。 

市内の軌道線では、都心部市街地活性化と回遊性向上

を目的として、2009 年に上下分離方式によって路線延

伸を行い、環状線(セントラム)としての運行を可能にし

た。魅力的な都市景観を構築するために、道路空間と一

体的に整備され

た。また、2020年

には富山駅の高

架駅でライトレ

ールと接続する

ことで、南北の

一体的な運行

を可能とした。 

郊外の鉄道路線では、JR 高山本線(猪谷―富山間)と富

山地方鉄道不二越・上滝線において、増発の社会実験を

行うと共に、駅前広場、駐輪場、パークアンドライド

(P&R)駐車場の整備、新駅設置等が行われた。現在も高

山本線越中八尾―富山間で活性化事業として増発等が

行われており、不二越・上滝線では、社会実験の増発が

定期化されて運行が継続されている。 

 

① 市街地の活性化 

2007 年、賑わいの核となる場所として全天候型の多

目的広場「グランドプラザ」が整備された。 

また、65 歳以

上の高齢者を

対象に、公共交

通で郊外から

都心部への移

動などで 1 乗

車 100 円とす

る割引制度が導入されている(「おでかけ定期券」、「高

山本線シニアおでかけきっぷ」)。都心部の活性化だけ

でなく、高齢者の外出機会創出、交通事業者への支援も

兼ねている。 

更に、都心部や郊外の拠点への居住を誘導するために、

都心部と公共交通の沿線に居住推進地区を設け、良質な

住宅建設や購入に対して助成が行われている。 

 

②コンパクトシティによる効果 

2017 年までに、都心部では 2008 年から、公共交通沿

線居住推進地区では 2012 年から社会増が続いている。

但し、富山市の人口減少率は鈍化しているものの、依然

として総人口は減少傾向にある。そして、地価が上昇し

た結果、2012 年から 2018 年の間で固定資産税と都市計

画税は市域全体で 9.8%の増収となった。 

 

参考文献 

富山市「富山市の目指すコンパクトシティ」(2022 年) 

https://www.pref.toyama.jp/documents/29782/05_1110sh

iryo2.pdf  

富山市「コンパクトシティ戦略による富山型都市経営の

構築」(2018 年) 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000582312.pdf  

(1 土木学会デザイン賞「選考結果について 最優秀賞」

http://design-prize.sakura.ne.jp/archives/result/578  

(2 グランドプラザ「施設概要」

https://www.siminplaza.co.jp/grandplaza/outline  

市内電車環状線(セントラム)(1 

全天候型多目的広場「グランドプラザ」(2 
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13.4. 富山駅周辺整備 

学部４年 渡邊 瑛大 学部１年 高木 希海 

 

13.4.1. 富山駅周辺整備事業の概要 

 富山駅周辺整備事業は、1908 年に富山駅が現在の位

置に設置されてから百余年が経過したこと、また 2015

年 3 月、北陸新幹線長野・金沢間の延伸開業により富

山駅に新幹線が開通したことをきっかけとして、富山

駅及びその周辺を人・文化・情報の交流が生まれる場

とすること、コンパクトな都市を支える公共交通ネッ

トワークの拠点とすることを目指して始まった事業

である。「次の 100 年に受け継げる駅フロント整備」を

基本テーマとし、「県都富山の新たな顔をつくる」「多

彩な公共交通を快適につなぐ」「都市拠点としての機

能を備える」という 3 つの基本方針を設定している。 

 新幹線の開業に合わせて在来線を高架化し、南北に

分断されていた市街地を一体化するよう整備が行わ

れており、5つの特徴的な事業が挙げられる。 

(1) コンパクトな連続立体交差 

富山港線の路面電車化、新幹線整備と同時に行う

ことで、コスト削減及び駅施設のコンパクト化を

目指している。 

(2) 連続する南北の都市軸 

南北の市街地を高架下空間で接続することにより、

LRT、歩行者の動線が連続し、新たな都市軸の形成

を目標としている。 

(3) 駅とまちを結ぶ 3つのロータリー 

バス・タクシー専用のロータリーを南口、北口に

配置し、高架下空間を活用した一般車専用のロー

タリーを西口に配置することで、駅とまちの接続

点とする。 

(4) 東西南北を結ぶ自由通路 

南北の駅前広場をつなげる広幅員の南北自由通路

に加え、東西自由通路を整備することで、鉄道利

用者以外の回遊性も生み出す。 

(5) 富山らしさを生かした駅・駅前空間のデザイン 

駅舎や駅前広場、軌道空間などが調和した景観と

なるように配慮し、県都の玄関口として富山らし

く魅力あるものになるよう整備を進める。 

13.4.2. 構成する６つの事業とその詳細 

1) 北陸新幹線建設事業 

 北陸新幹線は、東京から長野・富山・金沢を経由

して新大阪に至る延長約 700km の路線である。関

東・北陸・近畿を結ぶ高速交通網の形成を目指し、

全線開通に向けて事業が進められている。このう

ち、長野〜金沢間は 2015 年 3 月に開業し、富山駅

は新幹線駅として再整備された。新幹線の開業に

より、東京〜富山間の所要時間は最短で 2 時間 8

分と大幅に短縮された。 

 

2) 富山駅付近連続立体交差事業 

 県都富山の玄関口にふさわしい交通拠点の整備

や、鉄道によって分断されていた南北の市街地の

一体化を目的として、在来線を高架化する連続立

体交差事業が行われた。 

 整備に関しては、富山港線の路面電車化や新幹

線の整備に合わせた施工を行うなど、限られた用

地の中で段階的に進められた。また、事業のコン

パクト化により、南北の駅前広場空間の拡充の実

現だけでなく、コストの縮減も図られている。 

 

 
図 1：富山駅付近連続立体交差事業の施工方法 



24 
 

3) 関連街路整備事業 

 連続立体交差事業による在来線の高架化ととも

に、慢性的な交通渋滞が発生している道路の拡幅

及び整備が実施された。これにより、渋滞の解消

だけでなく、歩行者及び自転車の安全性と利便性

の向上が実現された。 

 

 

図 2：（都）牛島蜷川線・（都）堀川線の断面図 

 

4) 富山駅周辺地区土地区画整理事業 

 富山駅を中心とした約 10.4 ha の区域で土地区

画整理事業が実施された。都市交通の利便性の向

上と土地の高度利用を目的として、南口及び北口

駅前広場の再整備や西口交通広場、都市計画道路

富山駅南北線などが整備され、拠点性の高い都心

の形成が行われた。 

 

 

図 3：駅前広場区域の拡大 

 

5) 自由通路整備事業 

 新幹線及び在来線の高架下の空間を利用して鉄

道利用者以外の人での通行できる自由通路が整備

された。地平レベルでの歩行者通路であるため、

南北市街地の往来や富山駅での公共交通の乗り換

えがわかりやすくかつ安全に行えるようになった。 

 新幹線改札口の正面の床にはフロア・シャンデ

リアが設置され、その先の LRT 空間が見通せるよ

うになっている。また、柱部分にはアルミや県産

杉が用いられており、富山ならではの空間が演出

されている。 

 

 

図 4：富山駅周辺地区平面図 

 

6) 路面電車南北接続事業 

 富山駅南側の富山地方鉄道富山軌道線（市内電

車）と北側の富山ライトレール富山港線を、新幹

線及び在来線の高架下に新設する停留場で接続さ

せ、富山市が推進している LRT ネットワークのシ

ンボルとしての整備が進められている。 

 

 このように、相互に関連する６つの事業を総合的に

推進していくことによって、新しい時代に対応した南

北一体的なまちづくりを実現していくことが、富山駅

周辺整備事業の目的である。 

 

 

参考文献（2023 年 8月 18 日閲覧） 

1) 富山市「富山駅周辺整備事業」 

https://www.city.toyama.lg.jp/shisei/machizu

kuri/1010796/1006485.html  

2) 富山市「路面電車南北接続事業」 

https://www.city.toyama.lg.jp/kurashi/road/1

010282/1010286/1010287/1006372.html  
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13.5. 散居村 

学部 2 年 秀島 美咲 学部 1 年 池田 萌夏 

 

13.5.1. 散居村の概要 

散居村とは、広大な耕地の中に民家（孤立荘宅）が

散らばって点在する集落形態のことを言う。一般的な

農村の集落は、民家がひとかたまりになる形態だが、

散居村は一軒ずつ孤立して散在している。日本にはい

くつかの散居村があるが、そのうちの一つが、富山県

の西部にある、庄川と小矢部川が形成した扇状地 、砺

波平野にある。およそ 220 キロ平方メートルの広さに

屋敷林に囲まれた約 7,000 戸を超える家が点在する。 

 砺波平野の散居村の特徴として、二つのことが挙

げられる。一つは、それぞれの家の周りに屋敷林をめ

ぐらせてきたことだ。この地方では屋敷林は「カイニ

ョ」と呼ばれる。屋敷林は、冬の冷たい季節風や吹雪、

春のフェーン現象による強風や夏の日差しなどから、

家や人々の暮しを守ってくれた。スギの落ち葉や枝木

などは毎日の炊事や風呂焚きの大切な燃料として使

われた。またスギやケヤキ、タケ等は家を新築する際

の建材や様々な生活道具の用材としても利用され、農

民の生活に欠かせないものであった。二つ目は、水の

得やすさだ。一般的な扇状地の扇央部分では砂質の土

壌が厚く、その水はけの良さから水が地下に染み込ん

でしまい、川から水が消える「水無し川」になること

があると言われていた。水田は「ザル田」といわれる

ほど水もちが悪く、稲作には不向きとされる地形だ。

しかし、砺波平野は水に恵まれていた。なぜなら、平

野を形成した庄川流域が降水量や降雪量に恵まれて

おり、山地からの水が豊富で、地下にしみこむ以上に

水が供給されていていたからだ。豊かな水と土壌に恵

まれていたことで他地域に比べて水田が盛んになっ

たと言われている。 

 
 

13.5.2. 散居村の歴史 

ここでは、土地の所有についての歴史について述べ

る。 

江戸時代、散居村一帯を支配していた加賀藩は、割

地制度を行った。割地制度とは一村内の田地において

収穫高が場所によって大きくかけ離れる場合、百姓の

年貢の負担を均等化するため田地をくじ引きを用い

て割り替えると言う江戸時代に各地で行われた慣行

である。しかし、加賀藩は散居村において割地後に自

分の屋敷の周辺に耕地を集めるための交換を認めて

いたと言う。その理由は「加賀百万石」と言われ全国

一の石高を誇っていた加賀藩の石高の内、4 分の 1 に

当たる 25 万石を砺波平野で生産していた事にある。

ところがこれは表向きの理由で、実は加賀藩に対する

不満から生じる一向一揆を画策する為の密談をさせ

ない為に家の間隔を離し監視を置いたとする説もあ

り、藩と住民の利害関係が一致した事により散居村が

残されたと言えなくもない。 

続いて、第二次世界大戦後の「農地改革」によって

多くの農家が自作農となり、家の周りの農地を私有す

るようになり、一層米作りに励んだ。その後、昭和３

０年代後半から「ほ場整備事業」が始まり、水田は大

型化・直線化し、新しい農道や用水路の整備が行われ

たが、大型化した農地となっても交換分合が行われて、

図 1 散居村の様子 
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家の周りに農地は保有され続けた。現在散居村の形は

残っているが、工場・住宅団地の混在化が進んで形態

が崩れる地域が増えたり、住民の生活様式が大きく変

わり、兼業化・組合化など農業経営の方法も変わる中、

農業と散居村との関連性が次第に薄くなっており、貴

重な散居村や屋敷林が減少しかねない状況が危惧さ

れている。 

 

13.5.3. 庄川と散居村 

砺波平野を流れる庄川は、流れの変遷によって扇状

地を造成した。この扇状地は基本的には地表の土層が

薄い土地であったが、局所的には土がより堆積した表

土の厚い部分も存在した。その周りより少し標高が高

い土地（微高地）に家を建て、洪水の害が及びにくい

周囲の土地を開墾していった結果生まれたのが散居

村である。 

一般的に扇状地の水田は水持ちが悪く稲作は難し

いが、当地は庄川からの表流水が豊富であったため多

くの水を得ることが元々容易であった。加えて、後述

する治水事業によって庄川本流の流れが固定された。

これによって庄川支流の川跡を基幹用水として利用

した用水路網の造成が可能になった。この用水路網の

整備によってさらに散居村の規模は拡大した。 

 

13.5.4. 庄川の治水事業 

庄川は流れが急であることに加えて流域が多雨地

帯である。そのため洪水が多く発生し、散居村の所在

する下流部の扇状地では流路が定まらず、氾濫のたび

に多大な被害をもたらしていた。洪水被害の低減のた

め、加賀藩の時代から治水事業が行われてきた。 

 藩政期の治水事業として最も規模の大きいもの

となったのは、いわゆる「松川除」である。従来多く

の支流に流れ込んでいた庄川の水が中田川 1 本に流れ

こむようにするため、河川の締め切りと堤防の造成を

行った。期間 45 年、動員された労働者はのべ 100 万

人を超えると言われている。松川除という名称はこの

際に造成された堤防の根固めとして松の木が数百本

両側に植えられていることに由来する。 

 松川除以降も治水事業は続けられており、例えば

明治維新以後には新庄川の開削と水深維持のための

浚渫が行われている。 

13.5.5. 田園空間博物館 

散居村は「となみ野田園空間博物館」として整備が

なされている。 

「ミュージアム(博物館)」というと室内に様々な展

示を行う 1 つの建物を指すことが一般的であるが、「田

園空間博物館」は展示対象を室内に収まるものに限定

せず、自然の景観や水路、建物、産業、住民の生活な

どを含めた村全てを展示物としている。訪問者が地域

への理解を深めることを目的とした博物館である。多

くの場合、田園空間博物館は 

・少数のコアとなる展示施設 

・施設内のものに限らない複数の展示(遊歩道など) 

から構成されている。既存の博物館よりも自由度の

高い概念であるので、まちおこしの一環として田園空

間博物館のコンセプトを活用している事例もみられ

る。 

散居村においてはとなみ散居村ミュージアムを展

示施設の中核施設、ビオトープや水路、屋敷林などを

それ以外の展示物として位置づけ、各展示の維持や情

報発信、振興が図られている。 

 

参考文献 

1) 文部科学省, エコミュージアムについて 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/

shougai/014/shiryo/07082703/002.htm 

2) となみ野田園空間博物館, 田園空間博物館とは？ 

http://www.sankyo-

son.jp/www/about/index.html 

3) となみ散居村ミュージアム 散居村について 

https://sankyoson.com/about/ 

4) 散居村 トヤマズカン 

https://toyama-zukan.com/article-

detail/30/%E6%95%A3%E5%B1%85%E6%9D%91 

5) 砺波平野を彩る美しい散居村 日本歴史旅行協会 

http://japan-history-travel.com/?p=10059 

6) 安達 實,北浦 勝,上田 信二, 庄川の治水につい

て 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journal

hs1990/16/0/16_0_637/_pdf 
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13.6. 立山カルデラ砂防 

学部 3 年 久保 智裕 学部 1 年 乾 大和 

 

13.6.1. 立山カルデラの概要 

立山カルデラは、富山県南東部の立山に存在する火

山地形の一つであり、立山黒部アルペンルート（弥陀

ヶ原台地）の南側に存在するカルデラである。立山カ

ルデラは広さが東西約 6.5 km、南北約 4.5 km、標高

差が 500～1700 m もある巨大なくぼ地であり、立山火

山火口周辺が激しい侵食作用によって拡大してでき

た「侵食カルデラ」といわれている。これまで何度も

崩壊し、土砂を内部に溜め、大雨の度にその土砂が下

流域に流れ出して大きな災害をもたらしてきた。一説

では現在もカルデラ内には約 2 億 m3 もの土砂が残る

とされているが、この土砂の量は流出すれば富山平野

一帯を約 2 mの厚さで覆うといわれるほどである。こ

のように富山市などに大災害をもたらす危険性をは

らんでいるため、これまで約 100 年もの間、砂防工事

が進められている。 

 

 

13.6.2. 砂防の歴史 

立山カルデラの下流には、日本有数の急流河川で知

られる「常願寺川」が流れている。暴れ川であり出水

を繰り返すなど、流域は水害に悩まされてきた。 

安政 5(1858)年 2 月 26 日(新暦 4月 9日)、マグニチ

ュード 7.1 と推定される「飛越地震」が発生したが、

この地震で「鳶崩れ」と呼ばれる山体崩壊が発生し、

カルデラに土砂が大量に流れ込んだ。この時崩壊した

土砂量はおよそ 4.1億 m3と推定されている。これによ

り、当時カルデラ内にあった立山温泉では土石流によ

り温泉客や従業員が亡くなったほか、崩れた土砂が周

囲の川をせき止める「河道閉塞」が発生した。常願寺

川ではこの年の 3 月 10 日(新暦 4 月 22 日)と 4 月 26

日(新暦 6月 7日)の 2度にわたり土砂が決壊し土石流

が発生、下流に大きな被害を与え、死者 140 名、負傷

者 8,945 名の未曾有の被害をもたらした。 

その後、明治 24(1891)年に発生した大洪水を機に富

山県は常願寺川の改修を始めたが、毎年のように被害

が繰り返されたため、富山県は明治 39 (1906)年に国

庫補助を受けて上流の砂防工事に着手した。しかしな

がら築造した砂防堰堤の多くは洪水で被災し、砂防工

事全体の基礎となる「湯川第 1 号砂防堰堤」も大正

11(1922)年の洪水により壊滅的な被害を受けてしま

った。この災害をきっかけに国の直轄事業での砂防を

求める声が高まり、大正 15(1926)年 5 月、常願寺川砂

防は国に引き継がれた。 

国の直轄事業となると、のちに「日本砂防の父」と

呼ばれることになる赤木正雄が、内務省新潟土木事務

所立山砂防工事事務所の初代所長として赴任した。赤

木はカルデラの出口に基幹堰堤として白岩砂防堰堤

を建設しカルデラ内の土砂の移動を防ごうとし、順次、

幾重もの砂防堰堤によって流域の荒廃を治めるとい

う構想を立てたほか、現場に大量の建設資材や作業員

を効率的に輸送するための砂防工事専用軌道の建設

に踏み切った。昭和 6 (1931) 年に千寿ヶ原～白岩間

の砂防工事用トロッコ軌道が開通し、資材輸送ルート

が完成したほか、昭和 12(1937)年には日本一の貯砂量

をもつ本宮砂防堰堤が、昭和 14(1939)年には 10 年の

歳月をかけた白岩堰堤が完成した。 

現在は河口から 18 km 上流の上滝を砂防基準点とし、

計画では 150年に 1度の降雨のときに流れ出る土砂の

量を想定し、その土砂の量でも災害とならないように

砂防設備の整備を進めている。 

 

図 1 立山カルデラの位置 
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13.6.3. 砂防事業の現状 

 長い年月を経て作られた構造物を有効に活用し、

1969 年から現在に至るまで、富山平野における破堤や

浸水などの大規模災害の発生を食い止めている。 

 今回の見学会で訪問する本宮砂防堰堤は、高さ 22m、

長さ 107.4m にものぼり、貯砂量は約 500 万 m3 と日本

最大級である。災害が頻発していた常願寺川流域の状

況を受け、県が当時の内務省に委託する形で 1935 年

に着工され、そのわずか 2年後に完成した。当時の砂

防は、上流で土砂発生を抑制する山腹工が主流であっ

たが、災害が頻発する常願寺川では、比較的下流の部

分に大規模な砂防堰堤を築造し、上流からの流出土砂

の貯砂をすることで、下流部の河床上昇を防ぎ、氾濫

を防ぐことが求められていた。そのため立山カルデラ

の出口から 15 ㎞程離れたところに建設された。本宮

砂防堰堤は重力式のコンクリート堰堤であり、当時使

用されたコンクリート配給所の遺構が現存している。

2017 年には重要文化財にも指定されている。 

 この地域における砂防では、本宮砂防堰堤の他にも

泥谷砂防堰堤群、多枝原砂防堰堤群、平岩砂防堰堤群、

立山砂防工事専用軌道(砂防工事用トロッコ軌道)な

どの構造物が広く知られている。 

 白岩砂防堰堤は立山カルデラの出口部分に建設さ

れ、日本一を誇る堰堤の高さなどは広く知られている。

非常に山深いところに位置するため、建設の際はトロ

ッコ軌道が建設され利用された。建設工事は降雪など

の厳しい自然環境などによって難航したが、本堰堤や

副堰堤、護岸が徐々に建設され、最終的に高低差は

108m にも及んでいる。 

 

13.6.4. 着々と導入される新技術 

白岩砂防堰堤においては、右岸岩盤に入った亀裂に

より崩壊が繰り返され、堰堤が破壊される懸念が高ま

っていた。そこで岩盤崩壊を抑制する工事が 1999 年

から行われた。岩盤内にトンネルを掘り、そこから岩

盤に向かってアンカーボルトを線状に取り付けるこ

とで、岩盤自体を引っ張るという工法である。 

 また、砂防工事の無人化も早期から行われている。

現在人手不足などの影響もあり工事機械の無人化な

どは少しずつ進行しているが、立山砂防においては、

危険な地域に作業員を向かわせず安全な作業を可能

にするために、1973 年から無人機械の導入が始まって

いる。 

 他にも、現場の土砂をセメントなどと混合した上で

建材として利用する取り組みも行われている。これに

よって掘削残土が減少し、環境負荷の軽減、建設コス

トの縮減、工期短縮が期待できる。 

 

参考文献 

・国土交通省 北陸地方整備局 立山砂防事務所 

https://www.hrr.mlit.go.jp/tateyama/ 

・世界遺産候補：立山砂防施設群 富山の文化遺産 

https://toyama-bunkaisan.jp/pickup/candidate01.php 

・内閣府防災情報 災害教訓の継承に関する専門調査

会報告書 平成 20 年 3 月 1858 飛越地震

https://www.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/kyoukunnokeisho

u/rep/1858_hietsu_jishin/pdf/27_chap4-6.pdf  

・立山カルデラ砂防博物館「立山カルデラってなに？」 

https://www.tatecal.or.jp/tatecal/karudera/db_tatecal.html 

・国土交通省 北陸地方整備局 「ビッグプロジェクト 

立山砂防」 

https://www.hrr.mlit.go.jp/nyusho/big_tateyama.html 

・国土交通省 北陸地方整備局 立山砂防事務所「治水

と砂防の歴史」 

https://www.hrr.mlit.go.jp/tateyama/jigyo/control.html 

 

図 2 本宮砂防堰堤 
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13.7. 常願寺川改修 

学部 4 年 伊藤 美輝 学部 2 年 今井 薫 

 

13.7.1. 常願寺川の概要 

常願寺川は、富山県を流れる 1級河川である。河川

管理は、国土交通省内の組織である北陸地方整備局の

富山河川国道事務所占用調整課が行っている。1) 

標高 2,661ｍをわずか 56km で流れ落ちる 2)、大変流

れの急な河川である。 

 

図 1 富山県を流れる河川の流域図 3)    

 

図 2 日本の主要河川の勾配比較 4) 

 

13.7.2. 「暴れ川」の異名 

河床勾配は山地部で約 1/30、扇状地部で約 1/1002)

あり、これは、図 2から分かる通り、日本屈指の急勾

配である。 

この急勾配という条件に加えて、常願寺川流域は降

水量も多い。年間降水量は約 4000mm3)で、東京の年間

降水量約 1530mm の 2.5 倍ほどもある。そのため、過

去に幾度も洪水に襲われ、「暴れ川」の異名が付いた。 

さらに、上流の立山カルデラは、火成岩が風化した

非常に脆弱な地質で 3)、雨や山崩れによって簡単に土

砂が流出してしまう。この影響で、川底に土砂が溜ま

り、周囲の土地より川底が高い「天井川」になってい

る 3)地域もある。天井川になると、河川の氾濫時、氾

濫した水が街から引きにくくなり、洪水被害を悪化さ

せる危険がある。 

 

13.7.3. 被害と改修の歴史 

13.7.3.1. 暴れ川の誕生 

日本屈指の急流河川として知られる常願寺川であ

るが、かつては荒廃した暴れ川ではなかった。少なく

とも江戸時代の初めまでは、今よりも川幅が狭く河床

も低く、舟運の行われる穏やかな川だったとされる 5)。

幾本もの用水路が引かれ、農業の発展は加賀百万石の

繁栄を支えた 6)。 

転機が訪れたのは江戸時代末期、1858(安政 5)年に

発生した飛越地震だった。この地震により立山カルデ

ラ内で鳶崩れと呼ばれる山体崩壊が発生、推定４億ト

ンもの土砂が川筋に流入した。この土砂は大雨のたび

に少しずつ土石流となって常願寺川を流れ下り、下流

域に氾濫を起こしたり河床を上昇させたりした 7)。幕

末の動乱の最中、ここに暴れ川としての常願寺川が誕

生したのだ。 

 

13.7.3.2. 明治中期の近代的河川改修 

 1891(明治 24)年 7 月に発生した洪水では、堤防や橋

梁が損壊し、1,000 軒あまりの住宅とおよそ 700ha の

田畑が流出するなど、常願寺川流域は甚大な被害を受

けた 6)。時の県知事、森山茂は上京して内務大臣に支

援を要請、オランダ人技師のヨハネス・デ・レーケが

派遣されることとなった 5)。 

 同年 8月、デ・レーケは富山県を視察、土砂災害か

らの復旧工事に加えて抜本的な河川改修をする必要
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があると報告した。これを受けて始まった大規模河川

改修のポイントは以下の４つ。 

  1. 新しい堤防を築いて堤防の機能を補強する。 

  2. 河道を引き直して土砂を流れやすくする。特

に河口の大きく曲がった流路を直線的にした。 

  3. 12 か所あった左岸側用水路の取水口を１つ

にまとめる。取水口付近で流れが澱むのを防ぐ。 

  4. 整備済みであった霞堤の機能は残す。 

 この改修工事には、当時の県予算の約 3.3倍にのぼ

る約80万円が投入された。大規模な工事であったが、

関係者各位の尽力によりわずか 16 か月で工事が完了

したという 5)。本工事により下流域での流れは良くな

り、河口付近での洪水は減ったという。しかしながら、

立山カルデラ内に残った土砂は大雨のたびに流れ下

り、水防施設を破壊して街に被害をもたらしたという

6)。 

 

13.7.3.3. 明治末期から昭和にかかる立山砂防 

 常願寺川の改修工事は上流域へと舞台を移す。

1906(明治 39)年、富山県は国庫補助を受け、20か年計

画の県営立山砂防に着手した 5) 6)。砂防堰堤や護岸、

水路などを整備したが工事は難航した。砂防技術が発

展途上にあったこと、県の予算では十分な財源が確保

できなかったことに加えて、度重なる土砂崩れにより

建設直後の施設が破壊。1925(大正 14)年、県営砂防は

その目的を果たす前に終了となった 5)。q 

 翌 1926(大正 15)年、遂に国直轄の事業としての立

山砂防が始まった。初代砂防事務所主任には、後に近

代砂防の父ともよばれるようになる赤木正雄を迎え、

上流側から砂防堰堤の建設を行った。直轄立山砂防の

開始と同時に着手された白岩砂防堰堤や、貯砂量 500

万㎥を誇る本宮砂防堰堤などに代表される、数々の砂

防堰堤が建設された 5)。以降、土石流による被害は減

少した一方で、河床低下やそれに伴う用水路の取水量

減少などの新たな問題も発生した 6)。 

 

13.7.3.4. 戦後の河川改修改訂計画 

 立山砂防以降も常願寺川の改修工事は続いている。

1949(昭和 24)年、治水調査会によって十大直轄河川に

指定された常願寺川では、水源地から河口までの全域

を対象とした改訂計画が組まれた。タワーエキスカベ

ータを使用した河床掘削やコンクリート製の根固ブ

ロックなど、当時の最新技術が盛り込まれた 5) 8)。常

願寺川で培われた技術が、後の河川改修にも応用され

ていった。 

 

参考文献 
1) 国土交通省. “河川の管理区分について”. 

https://www.mlit.go.jp/river/riyou/kubun/index.

html, (参照 2023/8/2) 

2) 国土交通省. “河川概要”. 常願寺川. 

https://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/kase

n/jiten/nihon_kawa/0410_joganji/0410_joganji_00

.html, (参照 2023/8/16) 

3) 立山砂防事務所. “常願寺川の特徴”.  

https://www.hrr.mlit.go.jp/tateyama/jigyo/tokuc

ho.html, (参照 2023/8/16) 

4) 国土交通省, “主要河川の勾配(国内)”.  

https://www.hrr.mlit.go.jp/river/dosya/sdk_hp/t

okusei/kobai2.html, (参照 2023/8/16) 

5) 成瀬龍也. “暴れ川「常願寺川」の砂防と河川改

修”. 建設機械施工. 2021, 73(8), p.78-82.  

https://jcmanet.or.jp/bunken/kikanshi/2021/8/07

8.pdf, (参照 2023/8/15) 

6) 一般社団法人農業農村整備情報総合センター. 

“常願寺川 農人の記憶”. 水土の礎.  

https://suido-ishizue.jp/nihon/14/index.html, 

(参照 2023/8/16) 

7) 一般社団法人農業農村整備情報総合センター. 

“常願寺川農業水利事業”. 水土の礎.  

https://suido-

ishizue.jp/kokuei/hokuriku/Prefectures/1601/160

1.html, (参照 2023/8/16) 

8) 国土交通省北陸地方整備局. “激流に挑む橋本規

明博士の偉業と人間像”. 黒部川河川事務所ホーム

ページ.  

https://www.hrr.mlit.go.jp/kurobe/sogo/hasimoto

/torikumi.html, (参照 2023/8/17) 
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13.8. 本宮砂防堰堤 

学部４年 小林 航汰朗 学部１年 宇野 滉真 

 

13.8.1. 本宮砂防堰堤の概要 

本宮砂防堰堤は常願寺川中流部に設けられた砂防

施設である。高さ 22.0m、長さ 107.4ｍにおよぶ重力式

粗石コンクリート堰堤で、約 500 万㎥という日本最大

の貯砂量をもつ。 

国指定の有形文化財および重要文化財に指定され

ている。 

 

13.8.2. 建設に至るまでの災害 

1850 年代に安政地震と呼ばれる一連の地震が起こ

って以来、常願寺川中流部において著しい河床上昇が

発生した。 

安政 5（1858）年、常願寺川で大規模な洪水が発生

する。これは同年 4 月 9日に発生したマグニチュード

6.9 の飛越地震をきっかけとし、立山カルデラ内の土

砂約 1億㎥が崩壊、それにより堰き止め湖が決壊した

ことによるものであった。この洪水は地震 14 日後（4

月 23 日）と 59日後（6月 7日）の 2回起こった。1回

目の洪水は泥土を多く含む流れで、富山平野の扇状地

の河道を埋めることによって河床を上昇させた。2 回

目の洪水は水量が多く、洪水の規模はより大きいもの

となった。これは雪解け水によって湖水量が多くなる

時期に発生したことによる。扇頂～扇央部において右

岸側がやや段丘化していることから、洪水は左岸側に

広く氾濫した。 

この災害による死者は 140 名にのぼる。大量の土砂

流出により、常願寺川の流路変動はいっそう激しくな

り、さらに河床が上昇するという悪循環に陥った。こ

のように治水が困難な河川は荒廃河川と呼ばれる。 

同規模の洪水が明治 24（1891）年に発生するが、こ

れも 1858 年とほぼ同じ範囲に被害を及ぼした。 

 

13.8.3. 短期間での建設・完成 

 大規模洪水に対する手段として、富山県は国営事業

としての砂防堰堤建設を求めていた。しかし相次ぐ災

害を鑑み、県は緊急性を重んじた策に出る。昭和 10

（1935）年、県単独の緊急事業として 55万円（当時）

を計上、内務省新潟土木出張所に堰堤施工を委託した。 

 同年 4月に本宮砂防堰堤が着工され、わずか 2年後

の昭和 12（1937）年 3月に完成した。これにより平野

部の手前での土砂流出が防がれ、洪水被害は大きく減

少した。 

 周辺環境に調和させるため、堰堤の表面は間知石貼

で造られている。 

13.8.4. 副堰堤の施工 

1937 年に完成した後も、常願寺川の治水を目的に改

修が続けられてきた。 

本宮砂防堰堤には本堰堤のほかに、第一～第五の副

堰堤（副堤）がある。副堰堤は、本堰堤の高さが 15m

以上の場合で、下流の基礎地盤が悪く洗掘・河床低下

のおそれのある場合や、水叩きコンクリートの厚さが

2m を越えて水褥池を設けた場合に設置するものであ

る。本宮砂防堰堤の場合は、第一、第二副堰堤は本堰

図 1 上空から見た本宮砂防堰堤 

図 2 建設中の本宮砂防堰堤 
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堤と同時に施工され、完成後 1937 年～1947 年にかけ

て第三、第四副堰堤を施工、1973 年には河床低下に対

応するために第五副堰堤を設置した。1985 年には、旧

第一副堰堤が被災したため、現在の位置に第一副堰堤

が再設置された。 

 
 

 

13.8.5. 重要文化財としての本宮砂防堰堤 

 本宮砂防堰堤は 1999 年に登録有形文化財、2017 年

には重要文化財に指定された。指定理由は、「常願寺川

砂防施設は我が国屈指の急流荒廃河川である常願寺

川の水系を一体的に治め、その後本格化する水系全体

に及ぶ治水対策の礎となった施設であり、わが国治水

史上価値が高い。また、昭和前期における砂防施設の

技術的達成度を示すものとして重要である。（一部抜

粋）」である。 

 本宮砂防堰堤は、重要文化財でありながら現役の土

木構造物であるために、以下のような保存管理の方針

がとられている。①防災機能の保持を第一とする②極

力原形を維持する③構造・材料に着目した区分での保

存を行う④対応の迅速化・簡素化を行う 

 

13.8.6. 近代砂防計画への貢献 

 本宮砂防堰堤の施工は、のちの砂防計画に大きく貢

献した。本宮砂防堰堤建設の話が持ち上がった当時、

立山砂防事務所の初代所長であった内務省技師の赤

木正雄は、「常願寺川上流部に砂防堰堤を設け、渓岸を

安定させ、流下土砂を補足する」という方針を打ち出

した。一方、内務省技師蒲孚（がま まこと）は、「ま

ず最下流の好地点にできるだけ高い堰堤を設置して

応急策とし、次に下流の改修を行い同時に上流の砂防

対策を実施する」と主張した。 

 このような議論により、常願寺川上流部には白岩砂

防堰堤、そして下流部には本宮砂防堰堤という 2つの

基幹砂防堰堤が設置された。そして、本宮砂防堰堤で

は年平均流送土砂量などが観測され、常願寺川河川改

修計画に反映され、のちの砂防計画の礎となった。 

 

参考文献 

(1) 国土交通省近畿地方整備局設計便覧 

https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/jigyousya/technica

l_information/consultant/binran/etsuran/page02.htm

l 

（2023/8/16 閲覧） 

(2) 日本最大級の貯砂量を有する砂防堰堤 

https://www.hrr.mlit.go.jp/tateyama/jigyo/shisetsu

/image/hongu_panf.pdf （2023/8/16 閲覧） 

(3) 常願寺川の流域管理の変遷と確立における本宮えん堤の

文化財的価値について 

https://www.sff.or.jp/content/uploads/H23Gakkai08.

pdf （2023/8/16 閲覧） 

(4) 本宮砂防堰堤－砂防設備の紹介 

https://www.hrr.mlit.go.jp/tateyama/jigyo/shisetsu

/hongu.html（2023/8/16 閲覧） 

(5) 5. 扇状地河川は大洪水時に流路を大きく変えやすい荒

れ川である  －1858 年・1891 年常願寺川洪水，1969 年

黒部川破堤など 

https://dil.bosai.go.jp/workshop/02kouza_jirei/05s

enjyou.html#%E5%B8%B8%E9%A1%98%E5%AF%BA%E5%B7%9D%E

3%81%AE1858%EF%BC%8C1891%E5%B9%B4%E6%B4%AA%E6%B0%B

4 

（2023/8/16 閲覧） 

図 3 砂防堰堤の各部名称 

図 4 重要文化財としての指定範囲 
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13.9. 立山有料道路について 

学部 4 年 白岩 元彦 匿名 

 

13.9.1. 立山有料道路の概要 

 立山有料道路は、富山県と長野県を結ぶ立山黒部ア

ルペンルートの一部を構成する延長 14.4km の有料道

路であり、富山県立山町「桂台」から「美女平」まで

の約 5.5km と「追分」から「室堂」までの約 8.9km の

2 区間から構成されている。標高 663m の桂台から標高

2450m の室堂までの標高差約 1800m をブナの原生林な

どを通って一気に駆け上がる、国内でも有数の山岳観

光道路となっている。 

 しかしながら、全区間が中部山岳国立公園内にあり、

自然環境保全のため、「マイカー」の乗り入れは禁止さ

れている。現在立山有料道路の通行が許可されている

のは、路線バスや貸切観光バス、営業用マイクロバス、

公安委員会の許可車両、緊急自動車のみである。  

図 1 立山有料道路の概要図（参考文献 1 より引用） 

 

13.9.2. 沿革 

立山有料道路は、富山県道路公社が管理する道路で、

通行料金を徴収することで道路の新設や維持を行っ

ている。現在の有料区間については、昭和 35 年 5 月

に設立された立山黒部有峰開発株式会社（TKA） が道

路運送法により、順次、事業着手し、追分～室堂間は

昭和 39 年 6 月に、桂台～美女平間は昭和 45 年 12 

月にそれぞれ供用開始をしている。 一方、昭和 45 年 

4 月の美女平～追分間の有料期間終了を契機に、道路

公社が TKA から桂台～美女平間及び追分～室堂間を

買収することとなり、買収費に道路改良費、道路舗装

費及び交通安全施設費を加えた額（事業費 3,668 百

万円）で有料道路事業を昭和 46 年 5 月に導入した。 

その後、供用開始からの歳月の経過にともない、山

腹斜面の風化やトンネル等道路施設の老桁化が目立

ってきたことから、桂台～美女平において平成 11 年

度から平成 15 年度にかけて、ロックキーパー等の防

災改築工事やトンネル大規模改築補強工事（有料道路

事業費 2,182 百万円）を実施した。さらに、同区間に

おいて平成 23 年度から平成 31 年度の完成予定で、

ロックシェッドやロックキーパー等の防災改築工事

（有料道路事業費 1,580 百万円）を実施している。 

 

13.9.3. 有料道路と官民連携事業 

有料道路は、国からの貸付金、金融機関からの借入

金で道路を整備し、完成後、道路の利用者から徴収す

る通行料金で、道路の維持補修、交通管理などの費用

に使用するとともに、国からの貸付金などの借入資金

を返済する制度である。また、料金徴収期間が終了し

た時点で、無料開放し、本来の道路管理者に引き継ぐ

べきとされている。 

立山有料道路では料金徴収（有料）期間については、

平成 41 年 11 月 30 日までとなっているが、それ以降

については未定である。一方で、防災改築・維持修繕

費用の増大や地域活性化への寄与を目的として、官民

連携事業の導入の可能性について調査が行われてい

る。官民連携とは、行政（官）と民間企業（民）が連

携して公共サービスの提供を行うことであり、行政と

民間企業が持つそれぞれの強みを活かすことにより、

地域の価値や住民満足度の向上を図ろうとする取り

組みである。これらの制度を有効に活用することで、

環境保全や持続可能な運営を目指している。 

 

13.9.4. 周辺の観光資源 

2018 年 10 月 17 日に、富山県と関西電力㈱両者が、

黒部ルートの一般開放・旅行商品化について協定を締

結して以降、黒部ダムを中心とした貴重な産業観光ル

ートの魅力をさらに充実し、「立山黒部」の世界ブラン
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ド化を進めている。以下は立山有料道路周辺の観光資

源である。 

 

13.9.4.1. 雪の大谷 

立山黒部アルペンルート沿いの最も積雪量の多いと

ころに位置する雪の壁がそびえたつ道路のこと。冬の

間に閉鎖された立山黒部アルペンルートに降り積も

った雪を除雪することで雪の大谷が出現する。アルペ

ンルートの全線開通直後の 4月 15日から 6月 22日ま

では、雪の大谷ウォークとして雪の廊下を歩くことが

できる。 

筆者撮影 

 

13.9.4.2. 称名滝 

主峰雄山を源に地獄谷、弥陀ヶ原高原、大日岳の清水

を集めた称名峡谷から 4段となって流れ落ちる滝。落

差が日本一の 350m で、国の名勝、天然記念物、日本の

滝百選、日本の音風景 100 選にも選ばれている。春に

は残雪が残る渓谷に立山連峰の雪解け水が大量に流

れ込み、称名滝の右側に「ハンノキ滝」が現れ、2 つ

の滝が流れ落ちる様子を見ることができる。 

 

参照： 

https://www.town.tateyama.toyama.jp/soshikikarasagasu/shokokankoka/kankokoryugakari/1/1529.html 

 

13.9.4.3. 黒部ダム 

日本一の高さを誇る日本有数の巨大ダム。7 年の歳月

と 513 億円の工費、延べ 1 千万人の人出、171 名の犠

牲により昭和 38（1963）年 6月 5日に竣工した。その

スケールの大きさと困難さから世紀の大事業と呼ば

れた。毎秒 10トン以上の水を吹き出す、迫力のある観

光放水が魅力の一つである。 

 

参照：https://www.info-toyama.com/attractions/31038 

 

参考文献 

1. “コンセッションを活用した有料道路事業に関す

る調査業務報告書”富山県平成 31 年 3 月 

富山県道路公社 立山有料道路 

https://www.tym-rpc.or.jp/tateyama/ 

2. “称名滝”.富山県観光公式サイト富山観光ナビ.  

https://www.info-toyama.com/attractions/31003 

3. “黒部ダム”. 富山県観光公式サイト富山観光ナ

ビ.  

https://www.info-toyama.com/attractions/31038 

4. “立山黒部アルペンルート”.富山県立山町. 

https://www.town.tateyama.toyama.jp/soshikika

rasagasu/shokokankoka/kankokoryugakari/1/1529

.html 

5. “世紀の大工事～くろよん建設ヒストリー～”.関

西電力 

https://www.kepco.co.jp/brand/kuroyon_history

/



 
 

Have a nice site visit! 
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